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(1)炉心の概念検討 
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三菱重工業では、固有の安全性を有し、かつ 900℃以上の高温の熱が取り出せる高温ガス炉を活用し、水素製

造と発電を両立する高温ガス炉コジェネプラントの開発を進めている。本稿では、炉心熱出力のバリエーシ

ョンをもたせた 600MWt、200MWt の高温ガス炉炉心における核・

熱特性について報告する。 
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1. 緒言 

開発中の高温ガス炉は、炉心熱出力 600MWt、200MWt の 2 つの環

状炉心である。核・熱特性として反応度停止余裕と燃料最高温度を

評価し、炉心成立性の見通しを得た。 

2. 解析コード 

核・熱特性の解析フローを図 1 に示す。SRAC-PIJ/COREBN コード

で評価された出力分布を用いて、FNCC コードにより冷却材である

He ガスの流量配分、FTCC コードで燃料温度を評価した。核・熱特

性解析では、燃料温度と出力分布の計算結果が収斂するまで反復計

算を行った。 

3. 解析条件 

図 2 に 600MWt、200MWt の環状炉心の仕様を示す。600MWt 炉心

は GTHTR300[1]を参考とした。200MWt 炉心は炉心平均出力密度が

維持されるように燃料体数を 1/3 とし、燃料体の装荷パターン、燃

料体内の濃縮度分布を調整した。サイクル長は 18 ヶ月、炉心入口

/出口温度は 595/950℃である。 

4. 解析結果 

600MWt 及び 200MWt の炉心について、炉心成立性を決めるパラメータとして、通常運転時の反応度停止余

裕と燃料最高温度を評価した。反応度停止余裕は炉停止に十分な 1％Δk/k 以上であることを、燃料最高温度

は、目安とした 1400℃に対し、濃縮度分布の最適化や燃料体数の調整等により成立する見通しを得た。 
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図 1 解析フロー 

図 2 炉心仕様 
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